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総　　説

豊田市産ドジョウ科魚類の分布と河川環境

Distribution of Cobitidae in Toyota City and evaluation of river environment

梅村　■二
Junji UMEMURA

豊田市内にはドジョウ科魚類としてドジョウ（マドジ
ョウ），シマドジョウ，スジシマドジョウ（大型種・小
型種），ホトケドジョウ等が生息する．何れも底生魚で
あるが，一般的にはすみ分けをするので生息範囲は異な
る．ドジョウは水田や池等の泥底に多く，シマドジョウ
属は大小河川の砂底に多く，ホトケドジョウは小川や細
流の上流の冷水域に多い．シマドジョウ属だけは混生す
るが，他の属の混生は極めて稀である．豊田市内のドジ
ョウ科魚類を取り巻く環境はこの半世紀の間に著しく変
化し，個体数は大幅に減少している（梅村，1993a，
1996，2001a；豊田市，2002）．
ドジョウは農薬散布，圃場整備，冬季の乾田化，化学

肥料の大量使用等により減少し，シマドジョウ・スジシ
マドジョウ等のシマドジョウ属は清澄な水環境を好むの
で各種の開発，大量の生活排水，集中豪雨や台風による
洪水等により個体数は大幅に減少している．また，ホト
ケドジョウは上流域の冷水性魚類であるので，もともと
生息範囲も限られ個体数も多くないが，最近の開発や埋
め立て，洪水等による崖崩れ，各種の河川工事，乱獲等
により市内だけでなく，全国的にも減少している（梅村，
2001a，2002）．
市内には，中央部から東部にかけて矢作川水系の本・

支川が，西部には境川水系の支川が流れる．潅漑用のた
め池も約150を数える．これらの河川とため池にドジョ
ウ科魚類がどのように分布しているかを調査した．1996

年～2003年の調査結果である．

（1）ドジョウMisgurnus anguillicaudatus（Cantor）（写真1）
ドジョウは一般的に河川の本流には生息しない．流域

の水田，池沼，小川等の泥底に多く，雑食性で底生の藻

類やその分解物，小動物を泥とともに食べる．幼魚時代
にはユスリカの幼虫やイトミミズ等を食べる．食用にす
るには暫く大きな竹籠等に入れ，泥を排出させてから利
用する．体型は円筒のウナギ型で，各鰭は離れておりウ
ナギのように接続していない．口は小さく，上唇に3対，
下唇に2対，計5対（10本）の髭がある（梅村，1993a）．

鰓
えら

呼吸，皮膚呼吸，腸呼吸を行うことで知られる．特
に腸壁が薄く毛細血管が分布し，他の動物の肺のような
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はじめに

写真1 泥底に多いドジョウ（成合川産）．

写真2 ドジョウが多い成合川．
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働きをして腸呼吸をする．水の上層まで浮き上がって空
気を吸い込んだり，水中に気泡を出したりし，また荷上
げをするとキュッ，キュッといったりするのはこのため
である．これはドジョウが泥底で生活するための独特な
呼吸法である．冬季は泥底で冬眠する．
かつては広範囲に分布していたが，現在は生息範囲，

個体数ともに大幅に減少している．しかし，他のドジョ
ウ科魚類と比較すれば，まだ分布範囲も広いし個体数も
多いので，環境省も愛知県も絶滅の恐れのある魚種には
指定していない（梅村，2001a）．

（2）シマドジョウ Cobitis biwae Jordan et Snyder（写真3）
体側には大きい明瞭な淡黒色の斑紋が並ぶので，一般

にもよく知られ地方名も多い．矢作川流域ではカンナメ
ドジョウ，カワドジョウ，ケンドジョウ等と呼ばれる．
矢作川の本・支川の清澄な水の流れる砂底・砂レキ底に
生息する（梅村，1993a）．

体側の斑紋の個体変異は著しく，8～16個と差がある．
河川によっては斑紋がつながっている個体もいる．口髭

は3対で，体は雄よりも雌の方が大きい．食用にはしな
いが体側の斑紋に人気があり，観賞魚として利用する．
雄の成魚の胸鰭には円形の基部とくちばし状の頂部から
なる骨質盤がある．また，網で捕獲すると雌雄ともに目
の下の棘（眼下棘）を直立させるので網からははずしに
くいことが多い（梅村，1993a）．
日本の特産種で本州と四国のほぼ全域に分布し，染色

体は48の2倍体種族と96の4倍体種族とがある．体長は8

～15cmであり，大型の個体は瀬戸内海沿岸に多く，東海
地方や関東地方の個体は8～10cmの小型のものが多い．
冬季は砂底に潜って冬眠する．
シマドジヨウは環境変化に弱く，全国的に激減してい

るが，豊田市内でも生息範囲，個体数ともに大幅に減少
している．簡単に捕獲できる場所はなくなっているが，
環境省や愛知県は絶滅の恐れの魚種にはまだ指定してい
ない．豊田市では1996年に配慮すべき種に指定している
（梅村，1994）．

（3）スジシマドジョウ小型種東海型 Cobitis sp.2 subsp.2

（写真5）
スジシマドジョウは大型種・中型種・小型種に分けら

れ，小型種は分布域によって6つの型（琵琶湖，淀川，
山陽，山陰，東海，九州）に分類される．染色体数は
2n=50である．
東海型は小型種の中でも最も小さく，1年で成熟する．

静岡県から三重県宮川まで分布するが，豊田市の個体数
は極めて僅少である（梅村，2001a）．かつては大量に生
息していたが現在では簡単に捕獲できない．スジシマド
ジョウ小型種は，胸鰭基部から腹鰭基部にかけての筋節
数が14以下（大型種は15以上）であることが特徴である．
全国的に個体数が減っているので，環境省は絶滅危惧Ⅰ
Ｂ類，愛知県は準絶滅危惧に指定している（駒田，2002）．

淳�鍔

写真3 砂底に多いシマドジョウ（中根川産）．

写真5 スジシマドジョウ小型種（東海型）．

写真4 シマドジョウが生息する中根川．
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（4）スジシマドジョウ大型種 Cobitis sp.1（写真6）
琵琶湖の特産種であり，琵琶湖産稚アユの放流時に混

入したものと思われる．尾鰭周縁部の黒色帯の幅が広い
こと，背側の斑紋が完全に縦帯を形成していること，胸
鰭基部から腹鰭基部間の筋節数が15以上あることが特徴
である．染色体数は2n=98である．豊田市内では個体数
は少ないが時々捕獲される（梅村，2001a）．環境省は絶
滅危惧Ⅱ類に指定しているが，愛知県は琵琶湖からの移
入種であることもあってレッドデータブック外になって
いる（駒田，2002）．

（5）ホトケドジョウ Lefua echigonia Jordan et Richardson

（写真7）
体長数センチの小魚で，小川，細流の上流部の湧き水

に生息するので，一般にはあまり知られていない．地方
名は多くないがシミズドジョウ，メクラドジョウ，オカ
メドジョウ等で何れもホトケドジョウの生息場所や形態
的特徴を表現している．髭は上唇に3対，鼻孔付近に1対
の計4対（8本）ある（梅村，1993b）．

ホトケドジョウは冷水域を好むので生息場所も点在
し，生息範囲も比較的狭いので個体数も少ない．かつて

は水田等の最上流部で多数捕獲できたが，水田放置によ
り水源が荒廃したり，集中豪雨により土砂が流入したり，
宅地開発が進んだりして全国的に生息地は大幅に減少し
ている（梅村，2001a）．環境省・愛知県ともに絶滅の恐
れのある魚種として絶滅危惧ⅠＢ類，準絶滅危惧にそれ
ぞれ指定している．豊田市では1994年に市として配慮す
べき種に指定している（梅村，1994）．

豊田市内の大小河川のドジョウ科魚類の分布を図示す
ると次のようになる（図1）．ドジョウは河川よりも水田
や池沼に多産するので除いてある．調査方法は手網を用
いて平水時の午前中に，河川の下流から順次上流に向か
って調査し，種類と個体数を確認して記録した．調査員
は3人で左岸側，流心，右岸側と手分けして捕獲し，記
録後は原則としてその場に放流した．毎回の調査範囲は
支川であれば約数百メートルになる．

（1）逢妻女川・逢妻男川・猿渡川・家下川

この4小河川は豊田市の南西部に位置し，逢妻女川・
逢妻男川・猿渡川は境川水系の二級河川で，家下川は矢
作川水系の一級河川である．かつては何れも淡水魚類の
宝庫とまで呼ばれ，種類数・個体数ともに豊富で，豊田
市の代表的な魚類の生息場所であり，ヤリタナゴ，アブ
ラボテ，ウシモツゴ，カワバタモロコ，スナヤツメ等が
多産し，容易に採集することができた．ドジョウ科では
ドジョウ，シマドジョウ，ホトケドジョウともに多く，
4河川のどこでも大量に捕獲することができた（梅村，
1993a；梅村，2001a）．今回の調査ではこれらの魚種の
大部分が姿を消してしまっている．ドジョウだけは若干
見つかっているが個体数は極めて僅少で，逢妻女川の上
流で1個体（全長16cm），逢妻男川の上流で1個体（全長
10cm），猿渡川で2個体（全長15cm，5cm）確認されただ
けである．家下川では確認されていない．河床には広範
にわたり泥が堆積し，泥底部分も広がっているにもかか
わらずドジョウは姿を消してしまっている．河川環境の
悪化により豊田市南部のドジョウは壊滅的な打撃を受
け，既に絶滅の恐れのある種になりつつある．これらの
実態から南部地区の魚類を取り巻く環境悪化はかなり進
行していると言える．
表1は過去11年間（1991～2001年）の豊田市環境部に

よる4河川の水質検査結果である（豊田市，2002）．

写真6 スジシマドジョウ大型種．

写真7 冷水域に生息するホトケドジョウ．

ドジョウ科魚類の分布と河川環境
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図1　豊田市内のドジョウ科魚類の分布図．�

■　シマドジョウ�
▲　スジシマドジョウ�

●　ホトケドジョウ�
×　3種とも確認できず�

0 3000m

このメッシュは，緯度40分，経度1度（約80km×80km）の区画を，80×80＝6400分割したものである．�
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比較のために市内上流部の飯野川の水質検査結果も付
記する．逢妻女川（写真8）・逢妻男川（写真9）・猿渡
川（写真10）は生活環境保全に関する環境基準のD類型
（豊田市，2002）に指定されているので，BODが8mg/l以
下，SSが100mg/l以下，DOが2mg/l以上である．この基
準を当てはめれば逢妻女川のBODは適合しないが，逢妻
男川と猿渡川は適合する．しかし，この数字は平均であ
るので，適合しない時もあることを意味している．D類
型の利用目的の適合性は，工業用水2級（薬品注入等に

よる高度な浄水操作を行うもの）であるので，もともと
魚類の生息には無理なレベルの類型である．家下川（写
真11）はD類型に指定されていないが，逢妻男川や猿渡
川よりもBOD，SSともに高いので，魚類の生息は難しい
と言える．一方の飯野川は前記4河川と比較してBODが
1/5～1/9，SSが1/3～1/6と低く，A類型の基準にも適合
し，水質は良く魚相も豊富である．

水産用水基準（社団法人日本水産資源保護協会編，
2000）によれば，河川の有機物は自然繁殖の条件として
20℃の時に5日間連続してのBODが3mg/l以下であること

表1　境川と矢作川の各支川の水質調査結果．�

河川名（測定場所）�

逢妻女川（御乗替橋）�

逢妻男川（宮前橋）�

猿渡川（千石橋）�

家下川（柳川橋）�

飯野川（矢作川合流前）�

DO平均

10.1

9.4

10.3

8.2

11.9

BOD平均

9.1 

6.5 

5.0 

7.5 

1.0 

BOD最小

3.3

3.0 

2.2

4.3

＜0.6

BOD最大

22.4

11.5

9.3

11.6

1.4

SS平均

16.8

8.6

10.9

13.2

2.8

SS最小

4.2 

1.8 

2.2 

4.8 

＜1.3

SS最大

48.1 

23.6 

32.1 

27.1 

5.3 

N平均

6.1

5.0 

7.0 

6.0 

1.3

N最小

2.1

2.4

1.9

3.1

0.8

N最大

12.2

8.0 

15.3

8.9

1.7

P平均

0.7

0.6

0.3

0.5

0.1

（単位　mg/l）�

写真8 逢妻女川（堤小学校前）．

写真9 逢妻男川．

写真10 猿渡川．

写真11 家下川．
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が必要であり，特にアユの場合は2mg/l以下である．ま
た成育条件としては同じ条件でBODが5mg/l以下であり，
特にアユは3mg/l以下である．また河川のSSの基準は
25mg/ l以下であり，人為的に加えられる懸濁物質は
5mg/l以下であること，忌避行動などの反応を起こさせ
る原因とならないこと，日光の透過を妨げ水生生物の繁
殖，生長に影響を及ぼさないことになっている．
自然繁殖の3mg/l以下を当てはめれば，前記4河川は全

て不適合になり，しかも数値は基準を大きく上回ってい
る．SS，N分，P分も相当高い数値を示している．これ
らの基準から考えても4河川の魚類相の貧弱なことは当
然うなずけるし，ドジョウ科魚類の減少も理解できる．
この間には度重なる護岸工事，集中豪雨等による洪水，
大量の農薬使用，冬季の乾田化，各種排水の大量の流入
等も手伝い現在の水質悪化につながり，かつて淡水魚類

の宝庫と言われた4河川も魚類の生息が困難な環境レベ
ルに達していると言える．

（2）巴川水系

巴川水系には則定川（写真12），仁王川（写真13），矢
作川（写真14），滝川（写真15），郡界川等があり，豊田
市南西部地区と比較して水質環境は良い．大規模な水田
地帯はなく，谷合には小規模な水田が広がりドジョウは
多産する．細流の水源も開発されたところは少なく，湧
き水の流れる小河川にはシマドジョウ，ホトケドジョウ
が生息する．シマドジョウの個体数は少ないが，ホトケ
ドジョウの生息する場所は広く，個体数は非常に多い．
市内ではホトケドジョウの生息地に最も恵まれている地
域と言える．それだけドジョウ科魚類を取り巻く環境は
良好である．表2は，1995～2001年の豊田市環境部の調

査した巴川水系の水質結果である（豊田市，2002）．
巴川はA類型（豊田市，2002）に指定されているので，

環境基準のBOD2mg/l以下であるが，過去7年間の年平均
BODは0.75mg/lであるので適合する．他の3河川もBOD

は1mg/ l以下であるので，「非常にきれい」（豊田市，
2002）にランクされる．郡界川のSSが若干高いが，N分，
P分ともに低く，松平地区の水質は，矢作川水系の中で

も良好なところにランクされる．また，ドジョウが水田
や排水溝などに多産すること，シマドジョウが広範囲に
分布していること，ホトケドジョウが20～30年前と同じ
ように広く分布し，しかも個体数が極めて多いこと等か
ら考えて，この地域全体の河川環境は比較的変化が少な
いことが伺える．則定川では水質検査が実施されていな
いが，ホトケドジョウの分布の状況から考えて「非常に

淳�鍔

表2　巴川の本支川の水質調査結果．�

河川名（測定場所）�

巴川（滝穂橋）�

仁王川（竜門橋）�

滝川巴川（合流前）�

郡界川（郡界橋）�

DO平均

10.4

10.3

10.4

10.6

BOD平均

0.8

0.6

0.8

1.0

BOD最小

＜0.5

＜0.5

＜0.6

＜0.7

BOD最大

1.0

0.9

1.1

1.5

SS平均

3.4

3.3

3.7

5.5

SS最小

＜1.0

＜1.2

＜1.3

＜1.3

SS最大

7.6

8.2

6.5

15.3

N平均

0.6

0.6

0.9

0.9

N最小

0.5

0.6

0.8

0.8

N最大

0.9

0.9

1.1

1.2

P平均

0.03

0.04

0.06

0.05

（単位　mg/l）�

写真13 仁王川．写真12 則定川．
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表3　籠川の本支川の水質調査結果．�

河川名（測定場所）�

伊保川（向山橋）�

籠川（伊保川合流前）�

水無瀬川（籠川合流前）�

籠川（矢作川合流前）�

DO平均

10.4

10.0

9.4

10.0

BOD平均

1.8

1.8

5.6

2.6

BOD最小

1.1

1.0

－

1.5

BOD最大

3.4

2.2

－

4.0

SS平均

4.5

6.6

2.0

5.9

SS最小

3.1

4.3

－

2.5

SS最大

12.0

15.0

－

11.2

N平均

3.0

1.7

7.3

2.4

N最小

2.1

1.5

－

1.8

N最大

4.0

2.4

－

3.3

P平均

1.11

0.08

0.53

0.40

（単位　mg/l）�

きれい」にランクされるものと思われる．
（3）籠川水系

籠川水系の沿川には窯業原料工場，大規模な住宅団地
や工場群，広範な農地，複数のゴルフ場，高速道路や各
種開発工事現場があり，かつてと比較して河川環境も悪
化の方向に進行している．松平地区の河川と比較すれば
水質も悪く，魚類の生息に大きく影響する直前にまで達
している．上流と下流とでは水質汚濁の差も大きく，矢
作川に合流する直前にはそれまでの「きれい」から「や
やきれい」の段階に下がる．平水時の水量は少ないので，
1か所に汚濁源が発生すれば下流まで広がる．環境基準
は設定されていないが，上・下流で水質汚濁差の大きい

河川と言える．伊保川・籠川ともに水質は良くないが，
上流域にはこの両河川に流入する水質の良い小河川もあ
るので，ここにホトケドジョウが生息する．洪水時に降
下した個体が下流域でも見られる．
表3は，1991～2001年の豊田市環境部の調査した水質測
定結果である（豊田市，2002）．
籠川（伊保川合流前）（写真16），伊保川（写真17）と

もにBODの過去11年間の平均が2mg/l近くに達している
が，下流の水無瀬川のBOD平均5.58mg/lの「汚れている」
のランクの水が合流して，籠川の水質は一層悪化して矢
作川に注ぐ．シマドジョウの個体数は僅少で簡単には捕
獲できない状況にある．ホトケドジョウは上流の細流中

写真17 伊保川．写真16 籠川．

写真15 滝川．写真14 矢並川．
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心の魚種になっている．今後，この流域の上流部の開発
が一層進めば，ホトケドジョウも個体数が激減してしま
う心配がある．

（4）籠川合流点から上流の矢作川（写真18）
この範囲には宮ノ川，犬伏川，飯野川，力石川，一ノ

瀬川（写真20），御船川（写真19），岩本川（写真21）等
があるが，御船川を除いて他の河川の上流域には比較的
住宅が少なく，全般的に水質は安定している．魚類の種
類数・個体数ともにかつてと比較して変化は少ない．シ
マドジョウ，ホトケドジョウの分布範囲は広く，ホトケ

ドジョウの個体数は多い．御船川はかつては淡水魚類の
宝庫とも呼ばれ，水量は少なかったが魚種の豊富な河川
として知られていた．豊田市の天然記念物に指定されて
いるウシモツゴ，カワバタモロコも生息し，ヤリタナゴ，
ドンコ，メダカ等も容易に確認できた（梅村，1993a）．
その後，上流に大規模な住宅団地ができたり，高速道路
その他の開発が進行したりして水質も極端に悪くなり，
魚類相も貧弱になっている．この地域では最も魚相変化
の大きい河川と言える．
表4は，1991～2001年の豊田市環境部の調査した各河

川の水質測定結果である（豊田市，2002）．

矢作川（富国橋）と犬伏川はA類型（豊田市，2002）
に指定されているので，BODが2mg/l以下，SSが25mg/l
以下，DOが7.5mg/l以上の環境基準に十分適合している．
飯野川，力石川，一ノ瀬川，岩本川ともにBODは低く，
「きれい」の段階にランクされる．これらの河川にはド
ジョウ科魚類だけでなく，一般魚種も多く魚類相は豊富
である．松平地区とともにこの地域は，魚類を取り巻く
環境に恵まれ，ホトケドジョウの個体数は特に多い．ま

た，シマドジョウ，スジシマドジョウ（小型種・大型種）
も生息するが，個体数は少なく採集には困難を要する．
今後これらの河川の上流域の開発が進まなければ，ホト
ケドジョウも多産し，豊田市内の数少ない貴重な生息場
所になる．
かつて魚相が豊富であった御船川は，水質汚染が進行

して平均BODが4mg/l近くになりSS，N分，P分ともに高
く，魚種・個体数ともに減少している．このままだと数
少ない希少種も姿を消すのは時間の問題と言える．

淳�鍔

表4　矢作川の本支川の水質調査結果．�

河川名（測定場所）�

矢作川（富国橋）�

犬伏川（矢作川合流前）�

飯野川（矢作川合流前）�

力石川（矢作川合流前）�

御船川（矢作川合流前）�

一ノ瀬川（矢作川合流前）�

岩本川（矢作川合流前）�

DO平均

10.4

11.2

11.9

9.5

10.2

10.4

10.0

BOD平均

0.9

0.6

1.0

0.8

3.8

1.2

0.9

BOD最小

＜0.5

＜0.5

＜0.6

＜0.6

2.0

－

－

BOD最大

1.6

1.0

1.4

1.8

5.8

－

－

SS平均

5.1

1.6

2.8

2.0

7.0

2.8

3.2

SS最小

1.4

＜1.0

＜1.3

＜1.3

3.2

－

－

SS最大

13.0

6.3

5.3

6.3

13.5

－

－

N平均

0.6

0.6

1.3

0.7

2.6

0.9

1.7

N最小

0.4

0.7

0.8

0.7

1.8

－

－

N最大

0.8

0.9

1.8

1.1

3.7

－

－

P平均

0.02

0.02

0.05

0.03

0.27

0.04

0.05

（単位　mg/l）�

写真19 御船川．写真18 犬伏川と合流する矢作川．
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かつて大量に生息していた市内のドジョウ科魚類は，
河川環境の悪化とともに生息範囲が狭くなるとともに，
個体数の減少が続いている．市の中央部や南西部からは
ドジョウ，シマドジョウ，ホトケドジョウともに簡単に
見ることはできなくなっている．かつてと同じような密
度で生息するのは，東部や北部の豊かな自然が残り，開
発されていない松平地区や石野地区が中心になってい
る．猿投山周辺では高速道路新設，既設道路の拡張，国
際博覧会，鉄道新設等の工事が進められているので，魚
類相にも影響しドジョウ科魚類の減少が予想される．
ドジョウの分布調査結果によれば構成率が6％以上の

河川は力石川，矢並川，則定川，伊保川，成合川，仁王
川，一ノ瀬川と多いので，今後も姿を消してしまうこと
はないと思われる．一方，シマドジョウ・スジシマドジ
ョウは河川改修や水質汚濁等により生息場所は限られて
しまい，個体数は大幅に減少し，市内から姿を消しつつ
ある．シマドジョウやスジシマドジョウがまとまって生
息する場所は市内ではなくなっている．時々捕獲される
が個体数は極めて僅少である．筆者は1996年に豊田市で
は，シマドジョウは絶滅の恐れのある魚種にすべきだと
提言しているが，1999年の環境省の「汽水・淡水魚類の
レッドリストの見直しについて」や，2002年の愛知県の
「レッドデータブックあいち」には掲載されていない．
豊田市のシマドジョウの分布の現状から考えて指定して
保護すべき魚種と考える．
ホトケドジョウは冷水性の魚類であるので，湧き水等

の流れる小川や細流があって水質が良ければ生息する．
このような環境は市内の松平地区，石野地区，猿投地区
の一部，高橋地区の一部等に残っているので，ホトケド
ジョウは比較的数が多い．今後どのようにして環境省の

絶滅危惧ⅠＢ類，愛知県の準絶滅危惧のホトケドジョウ
を保護していくのか．何よりも重要なことはホトケドジ
ョウの生息する細流や小川を残して開発しないことであ
る．そして，上流や周辺一帯に工場や住宅団地等を誘致
しないこと，各種排水が流入しないこと，細流等をコン
クリート化しないこと，乱獲しないこと等が当面の課題
となる．将来はホトケドジョウの多産する場所の2～3か
所を保護区域に指定し，行政と地域住民とが連携して保
全活動をすることが望まれる．
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